
 

「特別な夏」を過ごして・・・ 
副校長 伊藤 雅一 

 今年は３週間という、あっという間に終わってしまった短い夏休みでしたが、どのように過ごさ

れたでしょうか。また、身体が悲鳴を挙げるほどの猛暑が連日続き、体調管理が難しかったのでは

ないでしょうか。 

８月２４日から始まった前期後半ですが、子供たちの元気な様子が見られたので安心しました。

今年の「特別な夏」は出掛けることが制限される等、子供たちにとって心が十分に満たされず、充

実感に欠ける夏休みだったことでしょう。そのような中、御家庭はもちろん、子供たち一人一人が

自分なりに我慢や忍耐の日々を続けていたはずです。苦しかったり辛かったりしたかもしれません。

イライラして誰かに憂さ晴らしのようなことをしたかもしれません。ただ、この思いは、コロナ禍

でなければ味わうことがなかったことでしょう。逆に言えば、コロナ禍だからこそ、感じられた思

いのはずです。 

 私は、小学生の頃に取り組んだ「ユニセフ募金」のことを思い出しました。その際には、「食べた

いものを食べられないで我慢している」「好きなことをできずに家のために働いている」という子供

が大勢いるという話を何度も聞きました。そのような子供たちを助ける思いで募金をしてきました

が、その子たちの思いになったことはありませんでした。しかし、コロナ禍の状況を通して、恵ま

れていない子供たちの思いを改めて理解できたように思いました。 

 子供が大人になる過程で、「我慢」や「忍耐」を経験することは重要だと考えます。今後もしばら

くは「新しい生活様式」での日常が続き、苦しみや辛さを重ねると思いますが、この苦難を乗り越

えたときに「一人の人間としての器が大きくなっている」「相手の苦しみや辛さが理解できる」とい

うプラス思考で過ごすことができる子供になってもらえることを願っています。 
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教育目標  ○思いやりのある子  ○深く考える子  ○たくましい子 

新型コロナウイルス感染症を拡大させないために、以下のような対応になります。手紙やホームページで

お伝えしておりますが、改めて御確認ください。なお、御家庭での健康観察（検温等）は必ず行い、「健康観

察表」を毎日持たせてください。 

① お子様が感染した ② 御家族が感染した ③ お子様が濃厚接触者になった 

→ 保健所が指示する日まで登校を控える。 

④ 御家族が濃厚接触者になった ⑤ お子様が PCR検査を受ける ⑥御家族が PCR検査を受ける 

  → PCR検査の結果が出るまで登校を控える。 

⑦ お子様が体調不良である ⑧ 御家族が体調不良である 

→  医療機関に受診し、症状が軽快するまで登校を控える。 

→ 

家庭数配布 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月の生活目標  すすんで仕事をしよう  

       生活指導部 川村 準 

夏休みが終わり、元気に登校してくる子供たちの姿が、以前よりも大きく成長したように感じ

ています。まだまだ暑い日が続くと思われますので、学校でも子供たちにこまめに水分補給をさ

せ体調管理には十分気を付けるよう指導してまいります。また、合わせて手洗い、うがいの徹底

も図ります。さて、子供たちは学年に応じて感染予防に心掛けながら、クラスでの係や担当した

場所の清掃、委員会の仕事などをしています。すすんで仕事をすることにより学校生活がより楽

しく、充実していくことに気付き、一所懸命に取り組む子供たちになるよう支援します。 

 
「Zoom」の全校朝会 

 

 これまで毎週月曜日は校庭で全校朝会を行っていましたが、新型コロナウイルス感染拡大を 

防ぐため、現在はWeb会議システム「Zoom」を使用して、 

全校朝会を開いています。校長先生がミーティングで各クラ 

スを招待すると、校長室と全学級がつながりました。各教室 

のスクリーンには、校長室の映像が映り、校長先生や副校長 

先生のお話を画面越しに聞きます。朝会が始まると、「おは 

ようございます」と元気な挨拶が校長室にまで届きます。様 

々な制限がありますが、今後も創意工夫してよりよい教育活 

動に取り組んで参ります。 

牛乳パックリサイクルが始まります。           

 

 墨田区全体の取り組みとして、牛乳パックのリサイクル 

活動が９月７日（月）より始まります。飲み終えた牛乳紙 

パックを解体し、洗浄して、回収業者に渡します。これを 

機に、子供たちがリサイクルに積極的に取り組む姿勢を育 

てていきたいと思います。牛乳アレルギー疾患のある児童 

について、十分に配慮しながら行ないますので、御理解の 

ほどよろしくお願いいたします。 

  

７月の避難訓練                  

生活指導部 川村 準 

めあて 地震に伴う火災発生時に適切な避難行動がとれるようにする。 

 

今回は地震発生後、理科室から出火するという想定で避難訓練を行いました。校内放送を落ち 

着いて聞き、出火場所を確認することをポイントとして指導しました。理科室から出火した場合 

は、第１階段と非常階段を使用して校庭に避難します。 

 


